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時は “未来”。あるところに、百太じいさん、百美ばあさんと、
何か生まれそうなたまごがありました。ここは、どこかの星で
す。今日は、百太じいさんと、百美ばあさんのけっこん記ねん
日で、うちゅう旅行しに来ました。うちゅう旅行している時に、
たまごをみつけました。



百太じいさんと百美ばあさんは、そのたまごをひろいました。
すると、なんとそのたまごから赤ちゃんがうまれました。百太
と百美はその子に「一太」という名前をつけました。一太はと
てもあまえんぼうで、百太と百美といっしょにうちゅう旅行を
することになりました。



ところが、一太がまいごにまってしまいました。すると、百太
じいさんが「一太は、どんな服を着ていた？」と百美ばあさん
に聞きました。すると百美ばあさんが「なんで、そんなこと聞
くの？」と聞きました。百太じいさんは言いました。「見つけ
やすいからだよ」と言いました。すると、百美ばあさんは「そ
れなら、一太は白い服に、赤い点がいっぱいある服よ」と言い
ました。



百太と百美は、ひっしに一太をさがしました。そして百太たち
は、やっと一太を見つけ、三人なかよく帰り、とても幸せにく
らしましたとさ。
めでたしめでたし


